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防災の日・防災週間 
家族と地域を災害から守るなど

みんなの広場 
高校生の水泳指導など

行政ニュース 
教育委員会だよりなど

INFORMATION 
すこやか長寿食教室の参加者募集など
平和都市宣言 20 周年記念

平和の語り

みごと日本一に輝く
　８月 22 日、熊本県人吉市でおこなわれた第 39 回全
国中学校剣道大会で、京都府代表として出場した久御
山中学校女子剣道部が女子団体の部で初優勝。地方予
選を勝ち抜いた全国 48 校の頂点に立ちました。
　出場選手は、次のとおり。豊田喜久、吉村遥、井上
菜摘、菱岡瑞紀、中野紗季、吉村真奈美、加藤智子
　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）



2
広報くみやま平成 21 年 9 月 1 日

　

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
地
震
多
発
国
で
す
。
１
９
９
５
年
１
月
に

は
兵
庫
県
南
部
地
震
、
２
０
０
４
年
10
月
に
は
新
潟
県
中
越
地
震
等
が
発

生
し
、
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
不
順
で
水
害
が
全
国
で
発
生
し
た
り
８
月
11
日
に
静
岡

県
で
は
大
き
な
地
震
が
起
き
た
り
す
る
な
ど
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
「
災
害
は
、い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、過

去
の
災
害
を
忘
れ
ず
、
教
訓
と
し
て
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

突
然
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
高
齢
者

や
乳
幼
児
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
の
災
害
時

要
配
慮
者
は
、
ひ
と
り
で
は
身
の
安
全
を
守

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
わ
り
の
人

た
ち
の
協
力
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
近
所
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
災
害
時
に

近
く
に
い
る
人
た
ち
が
進
ん
で
声
を
か
け
、

援
助
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
落
ち
着
い
て
、
自
分
の
身
を
守
る

　

落
下
物
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
テ
ー

ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
っ

た
り
、
か
ば
ん
や
衣

類
な
ど
で
頭
を
守
る
。

　

普
段
か
ら
家
具
な

ど
の
転
倒
防
止
策
を
。

②
す
ば
や
く
火
の
始
末

　

コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
る
。
普
段
か
ら
火
元
付
近
の
整
理
整
頓
を

忘
れ
ず
に
。

③
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保

　

特
に
中
高
層
住
宅
で

は
避
難
の
た
め
の
出
口

の
確
保
が
重
要
。
建
物

が
ゆ
が
み
ド
ア
が
開
か

な
く
な
る
と
危
険
。

④
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火

　

も
し
火
災
が
発
生
し
て
も
天
井
に
燃
え
移

る
前
な
ら
あ
わ
て
ず
に
初
期
消
火
。
で
き
れ

ば
消
火
器
を
設
置
し
て
お
き
た
い
。

⑤
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に

　

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
周
囲
の
状
況
を

よ
く
確
か
め
て
あ
わ
て

ず
落
ち
着
い
た
行
動
を
。

外
へ
逃
げ
る
と
き
は
瓦

や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下

物
に
注
意
。

⑥
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
近
づ
か
な

　

い

　

屋
外
に
い
た
ら
公
園
な
ど
に
避
難
。
落
下

物
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
の
危
険
の
あ

る
と
こ
ろ
に
は
近
寄
ら
な
い
。

⑦
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最
小
限
に

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
と
集
団
で
避
難
し
ま

し
ょ
う
。
荷
物
を
持
ち
す
ぎ
る
と
避
難
に
支

障
が
で
る
の
で
注
意
。

⑧
協
力
し
合
っ
て
応
急
救
護

　

多
数
の
死
傷

者
が
出
れ
ば
医

療
機
関
な
ど
で

の
対
応
が
限
界

に
な
る
の
で
、

み
ん
な
で
助
け

合
っ
て
応
急
救

護
を
。

⑨
正
し
い
情
報
を
聞
く
。

　

ラ
ジ
オ
や
市
区
町
村
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
か
ら
正
し
い
情
報
を
入
手
し
、
適
切
な
行

動
を
。

⑩
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
津
波
に
注
意

　

山
間
部
や
海
岸
付
近
で
地
震
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
鉄

則
。

　昭和 56 年に、住宅の建物の強さを定める基準が大
きく変わりました。この年以降に建てられているかど
うかが、自分の家の強さを知る一つの目安となります。
　町は、地震に強いまちづくりをめざし、木造住宅の
耐震診断費用の補助事業を実施しています。耐震診断
で、住まいの弱点を把握し、必要なところを重点的に
補強するなど、合理的な対策をおこなってください。
申請受付／ 12 月 28 日㈪まで
対象住宅／昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された居

住部分が 2 分の 1 以上の木造一戸建て住宅
助成額／耐震診断費用のうち 28,000 円を補助します。

耐震診断士の交通費実費分として、2,000 円は、
申請者の負担となります。また、床面積が 240
平方メートルを超える住宅部分については、超え
る部分の耐震診断費用の負担が必要です。

申請・問い合わせ／総務課

あなたのお宅は、
何年に建てられましたか？

地
震
に
備
え
る

地
震
の
心
得 

10
条

９月1日は「防災の日」
8月30日〜９月5日
「防災週間」

家
族
と
地
域
を

　
　

災
害
か
ら
守
る
！

わが家の耐震診断
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防災の日　防災週間

家

　

台
風
や
豪
雨
は
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
事
前

に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ざ
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
で
は
、
高
齢

者
や
傷
病
者
な
ど
の
災
害
時
要
配
慮
者
は
逃

げ
切
れ
な
い
危
険
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
近

隣
の
人
た
ち
と
相
談
し
、
早
め
に
避
難
行
動

を
始
め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
準
備
（
要
配
慮
者
避
難
）
情
報

・
避
難
に
時
間
が
か
か
る
高
齢
者
や
傷
病
者

な
ど
の
災
害
時
要
配
慮
者
は
、
決
め
ら
れ

た
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
。

・
家
族
な
ど
は
要
配
慮
者
の
避
難
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

・
通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
は
、
家
族

と
の
連
絡
、
非
常
持
出
品
の
用
意
な
ど
の

避
難
準
備
を
始
め
る
。

避
難
勧
告

・
す
べ
て
の
住
民
は
決
め
ら
れ
た
避
難
場
所

へ
避
難
す
る
。

避
難
指
示

・
避
難
中
の
住
民
は
、
直
ち
に
避
難
を
完
了

す
る
。

・
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
住
民
は
、
直
ち
に

避
難
す
る
。

・
も
し
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
避
難
す
る
余
裕

が
な
け
れ
ば
、
自
宅
や
近
隣
の
安
全
な
場

所
へ
逃
げ
る

な
ど
、
命
を

守
る
最
低
限

の
行
動
を
と

る
。

　

町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
家
具
の
転
倒
に
よ
る
事
故
の
防
止
を
図

り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
さ
れ
る
人

⑴
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

⑵
65
歳
以
上
の
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
人

⑶
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

▼
事
業
の
内
容

　

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
で
、
住
居
の
中
で

利
用
頻
度
の
高
い
寝
室
、
居
間
等
の
家
具
に

転
倒
を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
を
設
置
し
ま

す
。

　

設
置
は
、
町
か
ら
久
御
山
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
お
伺
い
し
、
設
置
し

ま
す
。

　

家
具
の
例
は
、
タ
ン
ス
、
本
棚
、
食
器
棚

等
で
す
。

▼
設
置
器
具
に
係
る
費
用
の
限
度
額

　

設
置
器
具
に
係
る
費
用
の
補
助
限
度
額
は

５
，０
０
０
円
と
し
、町
が
負
担
し
ま
す
。
そ

れ
以
上
に
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
実
費
負
担

に
よ
り
取
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

▼
必
要
な
書
類
等

①
申
請
書
、
確
約
書
等

　

借
家
の
場
合
は
、
家
主
の
承
諾
も
必
要
で

す
。

②
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類

　

住
民
票
、
免
許
証
、
保
険
証
、
障
害
者
手

帳
な
ど
の
コ
ピ
ー

▼
手
続
き
の
流
れ

①
申
請
書
の
提
出

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
な

事
項
を
ご
記
入
、
押
印
の
う
え
、
必
要
な
書

類
を
添
付
し
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

②
決
定
通
知

　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
町
か
ら
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
取
り
付
け
の
実
施

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
電
話

に
よ
り
日
程
調
整
し
た
後
、
ご
家
庭
に
訪
問

し
、
調
査
を
お
こ
な
い
家
具
転
倒
防
止
器
具

の
設
置
を
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

避難場所 対象自治会名 風
水
害
に
備
え
る

避
難
情
報
の
種
類

▽災害時の避難場所一覧

御牧小学校 中島、西一口、東一口、相島、森

久御山中学校 北川顔、藤和田、近協パレス、坊之池、
野村、村東

役場・中央公
民館 島田、東島田、田井、荒見、下津屋

佐山小学校
佐山、新開地、松陽台、サンタウン佐山、
佐山サンハイツ、佐古、下津屋団地、下
津屋サンハイツ

久御山高等学
校

西武西林、市田、鈴間、久御山団地、東
佐山団地、双栗

東角小学校 籾池、清水、林、ミサワ林、栄 1・2 丁目、
栄 3・4 丁目、ハイツ西宇治

京都競馬場 大橋辺

避難場所 対象自治会名

▽大災害時の緊急避難場所

京都競馬場 おおむね国道 1 号線以西地区

陸上自衛隊大
久保駐屯地 おおむね国道 1 号線以東地区

募集期間

平成 22年
1月 29日㈮まで

の
設
置

を
希
望
さ
れ
る
人
を
募
集
中

家
具
転
倒
防
止
器
具
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み
な
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

今
年
も
お
待
ち
か
ね
の
「
敬
老
会
」
を
９
月

15
日
㈫
に
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
記
念
式
典
の
あ
と
、
酒
井
く
に

お
・
と
お
る
の
漫
才
や
内
海
英
華
の
女
道
楽

な
ど
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

会
場
へ
は
、
左
表
の
と
お
り
臨
時
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
バ
ス
停

か
ら
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
敬
老
の
意
を
表
し
、
毎
年
９
月
に

敬
老
金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
、

対
象
と
な
る
年
齢
と
支
給
額
が
変
わ
り
ま
し

た
。
対
象
者
に
は
、
敬
老
金
支
給
決
定
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
書
と
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
、
下
表
の
公
会
堂
な
ど
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
長
寿
健
康
課

の
窓
口
で
お
受
け
取
り
の
と
き
は
、
９
月
24

日
㈭
以
降
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
満
70
歳
、
満
75
歳
、
満
80
歳
、

満
85
歳
、
満
90
歳
、
満
95
歳
の
方
と

満
１
０
０
歳
以
上
の
方
（
平
成
21
年

９
月
１
日
現
在
）

支
給
額
／
左
表
の
と
お
り

■
と
き

　

９
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

■
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館

■
対
象

　

数
え
年
で
70
歳
以
上
の
人

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
健
康
課

敬
老
会
へ

お
こ
し
や
す

お
誘
い
合
わ
せ
て

　

お
越
し
く
だ
さ
い
！

送
迎
バ
ス
を
運
行

敬
老
金
を

　

お
渡
し
し
ま
す

場　所

新成田バス停

栄町バス停

西栄町バス停

久御山団地南バス停（東側）

佐山小学校前

工業団地バス停（五差路南側）

林バス停

佐山東代バス停

下津屋口バス停

下津屋バス停

西林公民館前

久御山団地バス停（ロータリー）

佐古バス停

佐山バス停

市田バス停

鈴間バス停

御牧バス停

坊之池バス停

中島バス停

相島西バス停

大橋辺公民館前向かい側

北川顔バス停

藤和田バス停

相島北バス停

東一口 ローソン前（西側）

前川橋バス停

排水機場前バス停

西一口バス停

発車時刻

12：40

12：41

12：40

12：42

12：35

12：37

12：40

12：41

12：44

12：46

12：30

12：32

12：34

12：40

12：30

12：32

12：35

12：40

12：43

12：44

12：40

12：42

12：44

12：30

12：40

12：43

12：44

12：45

号車

1

◆臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表

2

3

4

5

6

7

8

9

10

満 70 歳

満 75 歳

満 80 歳

満 85 歳

満 90 歳

満 95 歳

満 100 歳
以上

1 万円

2 万円

3 万円

5 万円

◆支給出張日程表

9 月16 日 
（水）

9 月17 日 
（木）

9 月18 日 
（金）

9 月 27 日 
（日）

午前 9 時 
〜

9 時 20 分

午前 9 時 35 分 
〜 

9 時 55 分

午前10 時10 分 
〜 

10 時 30 分

午前10 時 45 分 
〜 

11時 05 分

午前11時 20 分 
〜 

11時 40 分

午後1時 30 分 
〜 

1時 50 分

午後 2 時 05 分 
〜 

2 時 25 分

午後 2 時 40 分 
〜 

3 時

午後 3 時15 分 
〜 

3 時 35 分

大橋辺 
公民館

相　島 
公会堂

北川顔 
公会堂

野　村 
公会堂

藤和田 
公会堂

森 
公会堂

坊之池 
公会堂

島　田 
公会堂

中　島 
公会堂

下津屋 
サンハイツ 

集会所

下津屋 
公民館

西　林 
公民館

田　井 
公会堂

東　林 
公民館

西一口 
公会堂

ミサワ林 
集会所

東一口 
公会堂

佐　古 
公民館

午前 9 時〜 
9 時 45 分 
佐山公会堂

午前 10 時〜 
10 時 30 分 
市田公民館

午前 10 時 45 分 
〜 11時 05 分 
鈴間集会所

午前 11時 20 分 
〜 11時 40 分 

新開地集会所

午後 1時 30 分 
〜 2 時 

栄 3・4 丁目集会所

午後 2 時 15 分 
〜 2 時 45 分 

栄 1･2 丁目集会所

午後 3 時〜 
3 時 35 分 
久御山団地

集会所

午前 10 時〜正午 
健康センターいきいきホール

※いずれの公会堂等でも敬老金を受給してい
ただくことができます。

1 万円

2 万円

3 万円

酒井くにお・とおる
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行政ニュース 

　子宮頸がん検診・乳がん検診をより多くの人に受診し
ていただくために、従来からの町の検診に加え、次の要
件を満たす人には、無料クーポン券を郵送しました。
　この無料クーポン券で、協力医療機関などでがん検
診を無料で受けていただけます。
　右記対象者でお手元に届いていない人は、長寿健康
課まで御連絡ください。
[ 実施期間 ]
平成 21 年 9 月 1 日㈫〜平成 22 年 2 月末日
※受診の際は、実施機関の検診日等を確認して受診し
てください。

[ 対象者 ]
　平成 21 年 6 月 30 日現在、町に住民登録・外国人登
録のある、下表の生年月日に該当する女性。

（注）年齢は前年度としています。

問い合わせ／長寿健康課

〔すでに受診された人へ〕
　右記対象者で、7 月 1 日以降、すでに自己負担
金を支払って町のおこなうがん検診を受けられた人
は、申請していただくと自己負担金を返還いたしま
す。申請には配布する無料クーポン券と領収書が必
要です。申請方法等は長寿健康課にお問い合わせく
ださい。

応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

方
法
／
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

い
ず
れ
も
結
構
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

（
ふ
り
が
な
）
と
そ
の
説
明
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
（
在
勤
の
人
は
勤
務
先
、

学
生
は
学
校
名
・
学
年
）・
電
話
番
号
を
ご

明
記
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
一

人
様
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
１
応

募
に
つ
き
１
点
に
限
り
ま
す
。

応
募
先
／
〒
613
︱

8585　

久
御
山
町
島
田
ミ
ス

ノ
38
番
地　

久
御
山
町
役
場
都
市
計
画

課

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
７
５
（
６
３
２
）
５
５
５
８

　

Ｅ
メ
ー
ル
：tokei@

tow
n.kum

iyam
a.

kyoto.jp

募
集
期
間
／ 

９
月
30
日
㈬
当
日
消
印
有
効

発
表
・
表
彰
／
決
定
し
た
愛
称
は
、
広
報
く

み
や
ま
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま

す
。
愛
称
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
人

や
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま

す
。
そ
の
他
／
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権

は
、
す
べ
て
久
御
山
町
に
帰
属
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課

子宮頸
けい

がん検診・乳がん検診の

▼子宮頸がん
対象年齢 生年月日

20 歳
25 歳
30 歳
35 歳
40 歳

昭和 63 年 4 月 2 日〜平成 元 年 4 月 1 日
昭和 58 年 4 月 2 日〜昭和 59 年 4 月 1 日
昭和 53 年 4 月 2 日〜昭和 54 年 4 月 1 日
昭和 48 年 4 月 2 日〜昭和 49 年 4 月 1 日
昭和 43 年 4 月 2 日〜昭和 44 年 4 月 1 日

▼乳がん
対象年齢 生年月日

40 歳
45 歳
50 歳
55 歳
60 歳

昭和 43 年 4 月 2 日〜昭和 44 年 4 月 1 日
昭和 38 年 4 月 2 日〜昭和 39 年 4 月 1 日
昭和 33 年 4 月 2 日〜昭和 34 年 4 月 1 日
昭和 28 年 4 月 2 日〜昭和 29 年 4 月 1 日
昭和 23 年 4 月 2 日〜昭和 24 年 4 月 1 日

無料クーポン券を配布

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
募
集

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

　

平
成
22
年
春
、鉄
道
駅
の
な
い
本
町
で
は
、森

南
大
内
に
「
ま
ち
の
駅
」
と
し
て
の
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
バ
ス
の
待
合
機
能

を
設
け
、
住
民
の
利
便
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
加
工
品
づ
く
り
、

も
の
づ
く
り
企
業
の
情
報
発
信
、
住
民
や
企
業

の
交
流
・
支
援
活
動
な
ど
地
域
住
民
や
来
館
者

が
交
流
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
町
内
産
業
の

情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
施
設
に
ふ

さ
わ
し
い
、
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

「まちの駅」

「完成イメージ図」

府道八幡宇治線

ジャスコ久御山店

国
道
１
号

第
二
京
阪
道
路

久御山ジャンクション 京滋バイパス
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2009 Kumiyama

中学生交流（７月２８日・あいあいホール）

2009 Kumiyama
皆既日食（７月 22 日・ゆうホール）

▲絵が現れ喜ぶ参加者 ▲バタ足の指導をする高校生

ウサギの絵柄がくっきりと
　7月27日、中央公民館で親子チャレンジ教室が開催さ
れ18人の親子が、手捻りでのコップや切絵象眼の小皿・
コップを作成する陶芸に挑戦しました。
　当日は陶遊会（本田伸子会長）のみなさんが指導にあた
り、参加者たちは、切り取ったウサギやねずみなどの絵柄の
上に小皿等をのせて裏から押さえると小皿等に絵柄がはま
り込む切絵象眼で、絵
柄がくっきり現れると
歓声をあげて喜んでい
ました。
　夏休み期間中の8月
10 日に色付け、8 月
24 日に窯入れがあり
かわいいコップや小皿
ができあがりました。

阿
あ ど

戸  彩
あ や か

加・堅
け ん と

翔ちゃん 
（平成19年4月20日生）（平成21年7月28日生）

たよりになるお姉ちゃん。甘えんぼうの堅翔。
2 人仲良く、元気に大きくなってね。大切な宝物だよ。

佐山　父 雄貴さん・母 祐子さん

永
な が た

田  紗
さ や

彩ちゃん 
（平成 19 年 12 月 3 日生）

いつも満点の笑顔をアリガトー！
いつまでも一緒に遊んでね♡

佐古　父 勝也さん・母 雅代さん

加
か と う

藤  瑞
み ず き

貴ちゃん
（平成 19 年 12 月 21日生）

毎日得意のダンスを踊ってくれる瑞貴です
元気で明るい子に育ってね♡
林　父 貴生さん・母 恵さん

身振りを交えての指導でみるみる上達

親子チャレンジ教室(陶芸)
中央公民館

高校生の水泳指導
東角小学校プール

　7月23日、久御山高等学校の水泳部員9人が、東角小
学校で水泳の苦手な児童に水泳の指導をおこないました。
　25人の児童たちが参加して、高校生の「バタ足は、足
を動かすのではなく腰から揺らす感じ」と手と肩を足腰に
みたてるなど身振りを交えながらの指導を受けて、水しぶ
きをあげながら練習にはげんでいました。
　指導した高校生は、「やはり小学生は、のみこみが早く
短い時間ですごく上達している。」と話していました。
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2009 Kumiyama

季節のお菓子教室（8 月 10 日・中央公民館）

2009 Kumiyama
デイサービス夏祭り（8 月10 日・地域福祉センター）

2009 Kumiyama

サイエンス屋台村（8 月 5 日・ゆうホール）

平成 21 年 7 月 10 日から 8 月 9 日までの受付分（敬称略）

戦没者追悼の黙祷を捧げた
　8月15日、平和都市宣言の20周年を記念して府原爆
被災者の会宇治支部の玉井利一郎さんの「平和の語り」が
庁舎1階ロビーでおこなわれました。その後平和都市宣言
記念碑前で、平和祈念集会がおこなわれ、多くの住民や町
会議員らが参列。戦没者追悼のサイレンを鳴らし黙祷を捧
げた後、平和都市宣言文の朗読をおこないました。
　また、７月に実施された「平和のための小・中学生広島
派遣団」を代表して、東角小学校６年生の岡松美瞳さんが
「戦争のない平和な
世界を築いていき
たい。」との体験談
を発表しました。玉
井さんの体験談と
岡松さんの感想文
は、22頁に掲載。

ものづくりの継承・発展のために
　「ものづくり日本大賞」に、町内企業から物体の質感をリ
アルに再現するスキャナを開発したニューリー株式会社の
井田敦夫社長と、ものづくりの将来を担う青少年の育成に
貢献した京都機械工具株式会社のものづくり技術館が受賞
され、受賞報告にニューリー株式会社の井田社長と京都機
械工具株式会社の宇城邦英社長が来庁されました。
　この賞は、「ものづくり」を継承し、発展させている優秀
な人材や企業に対して国が表彰しています。

平和祈念集会
平和都市宣言記念碑前

ものづくり日本大賞受賞
ニューリー株式会社・京都機械工具株式会社

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

佐　

山 

元
井　

洋
介　

元
井
か
お
り

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

藤
和
田 

黒
島　

出い
ず
も雲 

諭
・
美
奈
絵

東
一
口 

馬
場
﨑
聖せ

り梨 

將
文
・
里
香

佐　

山 

小
嶋
琉る

き

あ
希
愛 

孝
典
・　

希

　

〃 

柴
田
悠ゆ
う
た
ろ
う

太
郎 

和
幸
・
真
里

　

〃 

阿
戸　

堅け
ん
と翔 

雄
貴
・
祐
子

佐　

古 

坂
本　

璃り

く紅 

貴
規
・
亜
希
子

　

〃 

上
坂
瞳み

さ

と
咲
都 

朋
春
・
真
理
子

　

林 

山
平　

大だ
い
ご悟 

満　

・
弘
子

　

〃 

森
山　

瑛え
い
じ司 

高
行
・
素
子

市　

田 

笹
江
飛ひ
ゅ
う
ま

雄
馬 

正
登
・
文
乃

田　

井 

山
﨑　

結ゆ
い
と仁 

太
地
・
知
里

　

栄 

橋
本　

菜な

な々 

良
太
・
由
香

　

〃 

大
橋　

玲れ
い
じ心 

貴
之
・
麻
希

　

〃 

聲
元
ひ
な
菓か 

貴
光
・
久
代

▲受賞報告をされる
　京都機械工具㈱

▼受賞報告をされる
　ニューリー㈱

▲平和都市宣言文を読み上げる坂本町長
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キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.6

　

子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
な
る
事
件
や
学

校
へ
の
不
審
者
侵
入
な
ど
、
子
ど
も
を
狙
っ

た
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
本
来
、
保
育

所
や
幼
稚
園
、
学
校
は
安
全
で
あ
る
べ
き
場

所
で
す
が
、
事
件
は
場
所
を
選
ば
ず
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
の
安
全
管
理
に
つ

い
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
次
の

よ
う
な
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

◆
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
仲
よ

し
学
級
の
各
教
室
と
職
員
室
を
結
ぶ
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◆
非
常
通
報
装
置

　

各
教
室
か
ら
ボ
タ
ン
一
つ
で
京
都
府
警
察

本
部
に
通
報
で
き
る
装
置
で
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
最
短
時
間
で
警
察
官
が
駆
け

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
安
全
管
理
パ
ト
ロ
ー
ル
員

　

各
小
学
校
に
配
置
し
、
下
校
時
に
学
校
周

辺
や
通
学
路
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

◆
交
通
指
導
員

　

通
学
路
に
交
通
指
導
員
を
配
置
し
、
登
校

時
の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

◆
門
扉
の
施
錠
と

　

カ
メ
ラ
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

　

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学
校
の
門
扉
に
カ

メ
ラ
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
、
施
錠

を
遠
隔
装
置
に
よ
り
操
作
で
き
る
電
気
錠
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
と
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、
校
区
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
見
守
り
隊
、

防
犯
・
防
災
対
策
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
の

み
な
さ
ん
が
日
常
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

い
ま
す
。

　学校やＰＴＡでは、登下校中や下校後の子どもた
ちの様子に目を配り声をかけていただくよう、家庭
や地域のみなさんに呼びかけています。地域ぐるみ
で子どもたちの安全を守るためにご協力をお願いし
ます。
★夕方遅くまで遊んでいる子どもを見かけたら、早

く家に帰るよう声をかけましょう。
★日頃から子どもに意識づけをしま

しょう。
　・学校の行き帰りは決められた道を

通る。
　・知らない人には絶対についていか

ない。
　・行き先、遊び相手、帰宅時間を

知らせてから遊びに出るようにす
る。

　・危険を感じた場合は、「助けて！」
と大きな声を出したり、「こども
110 番のいえ」などに助けを求め
る。

☆
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

☆
地
域
の
力
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
！

ワンポイント
目くばり声かけを

「こども 110 番のいえ」
のプレート

緊急通報システム
（教室）

警察非常通報装置と緊急通報システム（職員室）

地域の防犯・防災対策協議会のみなさんも、登下
校時に安全パトロールを実施しています。

グラウンドゴルフでの合間に学校内を交代で巡回
パトロールしています。（東角小）
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行政ニュース 

　昭和 57 年 1 月 1 日以前に建てられた住宅で、平成
18 年 1 月 1 日から平成 27 年 12 月 31 日までの間に、
建築基準法に基づく現行の耐震基準に適合するよう改
修工事（１戸あたり工事費 30 万円以上のものに限る）
をされたときは、改修住宅の固定資産税のうち 120
平方㍍までの税額が、2 分の 1 に減額されます。
■減額期間…改修工事が完了した年の翌年度分から工
　　　　　　事完了時期に応じた期間です。

■適用範囲…減額の適用となる対象床面積は、１戸あ
　　　　　　たり 120 平方㍍までです。

【固定資産税の減額例】
（例１）昭和 47 年建築の木造 2 階建ての延べ床面積
　　　 115 平方㍍の住宅で、平成 22 年度の課税標
　　　  準額が 200 万円の場合
○算出方法
　2,000,000 円× 1.4％（固定資産税率）× 1 ／ 2 ＝
　14,000 円
　固定資産税の年額が、14,000 円減額されます。

（例 2）昭和 55 年建築の鉄骨造 2 階建ての延べ床面
　　　 積 200 平方㍍の住宅で、平成 22 年度の課税
　　　 標準額が 400 万円の場合
○算出方法
　4,000,000 円× 1.4％（固定資産税率）× 120 ／
　200 × 1 ／ 2 ＝ 16,800 円
　固定資産税の年額が、16,800 円減額されます。
■申請方法
　減額を受けようとする人は、耐震改修後３か月以内
に現行の耐震基準に適合した工事であることの証明書

（建築士等が発行）および耐震改修に要した費用を証
する書類を添えて、税務課へ申請してください。
■問い合わせ／税務課

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、「
く
み
や
ま
い

き
い
き
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

る
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な

ど
全
12
種
類
の
教
室
を
開
催
。
目
的
に
合
わ

せ
て
、
様
々
な
教
室
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
９
月
29
日
㈫
～
12
月
20
日
㈰　

午
前

10
時
15
分
か
ら

※
毎
日
３
、４
教
室
開
催

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
継
続
し
て

参
加
で
き
る
人

定
員
／
各
10
人
（
定
員
を
超
え
る
教
室
は
、

抽
選
し
ま
す
）

費
用
／
満
60
歳
以
上
…
１
回
１
０
０
円
、
満

60
歳
未
満
…
１
回
２
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

◆
骨
盤
バ
ラ
ン
ス
体
操

　

普
段
の
生
活
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
前
後
・
左
右
に
体
の
ゆ
が
み
が
生

じ
て
き
ま
す
。

　

骨
盤
バ
ラ
ン
ス
体
操
は
、
マ
ッ
ト

の
上
で
簡
単
な
運
動
や
ゆ
っ
く
り
柔

軟
体
操
を
お
こ
な
い
、
無
理
な
く
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。
肩
こ
り

や
腰
痛
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◆
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
（
大
き
な
ボ
ー
ル
）
を
使
っ
て
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
持
久
力
運
動
、
バ
ラ
ン

ス
運
動
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
は
、
大
き
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

体
重
や
動
き
を
支
え
て
く
れ
、
独
特
の
感
触

に
心
も
か
ら
だ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

ま
た
、
膝
に
も
負
担
を
か
け
ず
楽
し
く
遊
び

感
覚
で
お
こ
な
え
ま
す
。
平
衡
感
覚
や
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
養
う

こ
と
も
で
き
、
腰
痛

改
善
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、「
い
き
い
き
特

別
講
座
」
と
し
て
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

毎
週
開
催
し
て
い
ま
す
。

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
日
時
／
火
曜
日
：
ボ
ー

ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
水
曜
日
：
は
じ
め

て
ヨ
ガ
、
木
曜
日
：
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ

ス
、
金
曜
日
：
カ
ロ
リ
ー
バ
ー
ナ
ー

（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）　

い
ず
れ
も
午
後
７

時
～
７
時
45
分
【
全
８
回
】

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

費
用
／
各
８
回
３
，
０
０
０
円
（
は
じ
め
て

ヨ
ガ
は
、
４
，
８
０
０
円
）

※
当
日
参
加
の
場
合
は
、
各
１
回
５
０
０
円

　
（
は
じ
め
て
ヨ
ガ
は
、
８
０
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

　
　

電
話
不
可

住宅耐震改修の固定資産税の減額制度

い
き
い
き
ホ
ー
ル
教
室
参
加
者
募
集

☆
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室
紹
介

☆
い
き
い
き
特
別
講
座

工事完了時期 減額期間
①平成 18 年 1 月 1 日〜
　21 年 12 月 31 日までの改修 翌年度から３年度分

②平成 22 年 1 月 1 日〜
　24 年 12 月 31 日までの改修 翌年度から２年度分

③平成 25 年 1 月 1 日〜
　27 年 12 月 31 日までの改修 翌年度分

床面積 減額率
１ 戸 あ た り の 床 面 積 が
120 平方㍍以下のもの
１ 戸 あ た り の 床 面 積 が
120 平方㍍を超えるもの

固定資産税額の２分の１

120 平方㍍分の固定資産
税額の 2 分の 1
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

vol.132

架空請求にご注意！

　「利用した覚えがない有料番組サイト利用料金、恋
人紹介事業の事務手数料、民法指定消費料金、債権な
どを請求する文書が、電子メールやはがき・封書・電
報などで届いたが不安である。どうしたらよいか」と
言う相談が、全国の消費生活センターへ寄せられてい
ます。請求書には、「入金がない場合には自宅、勤務
先へ回収に出向く」など、不安を感じる文言も書かれ
ています。
　相談件数は、減少傾向にありますが、現在も全国の
消費生活センターへは毎月２〜３万件の相談が寄せら
れています。数年前から、悪質な手口が繰り返されて
おり、再発防止策の網の目をくぐって、新たな手口が
次々に出てきています。
　例えば、これまで請求書には送金先として銀行口座
名が明記されていましたが、金融機関の対処が厳しく

なると、今度は現金書留での送金や電話で送金先を知
らせるなどの方法が考え出されています。
　最近では、実在する公的機関によく似た名称の使用
や訴状の受理、支払督促、デジタル放送などの広く周
知していない制度の悪用、購入していないアダルト関
係商品に関連した会費の請求などが発生しています。
いずれのケースも、消費者の不安をあおり、トラブル
とは関わりたくないという心理をついてお金を得る、
非常に悪質な手口です。関わらないためには、絶対に
連絡しないことが大切です。
　万が一、トラブルに巻きこまれたら１人で悩まず、京
都府消費生活安全センター☎ 075（671）0004、京都
府山城広域振興局商工観光室☎ 0774（21）2103 また
は町産業課へご相談ください。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
す
ぎ
て
内
臓
脂
肪
を

た
め
こ
ん
で
い
る
人
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
が
、

間
食
や
お
酒
を
計
算
に
入
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
維
持
し
な
が

ら
１
日
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
に
は
、

１
日
に
飲
む
量
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
算
し
て

ご
は
ん
１
杯
程
度
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
多
量
飲
酒
（
純
ア
ル
コ
ー
ル
に
し

て
１
日
60
㌘
以
上
）
を
続
け
る
と
、
脂
肪
肝

や
肝
炎
な
ど
の
肝
障
害
、
咽
頭
・
食
道
の
が

ん
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
１

日
に
飲
む
量
は
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
㌘
（
ビ

ー
ル
に
し
て
中
ビ
ン
１
本
、
日
本
酒
に
し
て

１
合
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
に
し
て
ダ
ブ
ル
１
杯
）

程
度
が
適
量
で
す
。

　

適
量
を
守
れ
ば
、

お
の
ず
と
ア
ル

コ
ー
ル
か
ら
摂
取

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
適
正
な
範
囲
に

お
さ
ま
り
ま
す
。

39

①
休
肝
日
を
設
け
る

　

肝
臓
を
休
め
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
コ
ー

ル
か
ら
摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
減
に
も

な
り
ま
す
。
休
肝
日
は
最
低
で
も
、
週
２
日

は
設
け
ま
し
ょ
う
。

②
量
や
時
間
を
決
め
て
飲
む

　

ビ
ー
ル
や
チ
ュ
ウ
ハ
イ
を
何
杯
も
飲
め
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
意
外
に
多
い
も
の
で
す
。
飲

む
と
き
は
量
や
時
間
を
決
め
て
切
り
あ
げ
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
脂
肪
の
多
い
つ
ま
み
を
控
え
る

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
の
で
、

飲
む
際
は
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
つ
ま
み
を
つ
い

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

同
じ
魚
料
理
で
も
、
さ
し
み
、
塩
焼
き
、

ム
ニ
エ
ル
、
フ
ラ
イ
な
ど
の
料
理
法
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が

大
き
く
違
い
ま
す
。

脂
肪
の
少
な
い
食
材

を
選
び
、
揚
げ
物
や

炒
め
物
を
で
き
る
だ

け
控
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿

健
康
課

～利用した覚えのない料金請求について～

▽
節
度
あ
る
飲
み
方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

▽
ふ
だ
ん
の
飲
み
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う



11
広報くみやま平成 21 年 9 月 1 日

図
書
館

図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
３

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

１
日
㈫
・
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
24
日
㈭
・

28
日
㈪
・
30
日
㈬

■材料（４人分）
128

ズイキと油揚げの煮物

140㌔カロリー / １人分

「くみやま食暦」作成検討会

ズイキ･･･････････････････････400g
油揚げ･･････････････････････1/4 枚
酢････････････････････････････少量
だし汁･･････････････････････200cc

　　酒････････････････････小さじ２
　　みりん････････････････小さじ２
Ａ　砂糖････････大さじ１と小さじ１
　　薄口しょうゆ･･････････大さじ１
　　濃い口しょうゆ････････小さじ２
土ショウガ････････････････････少々

作り方 

①　ズイキの皮をむき、酢水につけた
あと、５〜６㎝の短冊切りにする。

②　鍋にたっぷりの水を沸騰させ、酢
を少量入れ、ゆでる。

③　沸騰したらザルにあげ、冷めたら
しっかり絞っておく。

④　油抜きした油揚げを３等分にして、
拍子木切りにする。

⑤　だし汁を沸騰させた鍋に、Ａとズ
イキ、油揚げを入れ、中火で煮付ける。

⑥　土ショウガはすりおろして、盛り
付けたズイキの上に天盛りして出来
上がりです。

※ズイキは血液をきれいにするといわ
れており、産後の肥立ちに母乳の出
をよくするため、産婦にすすめられ
ている食べ物です。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

を
テ
ー
マ
に
、
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
孫
と
の
素
敵
な
つ
き
あ
い
方
」

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
社

　

孫
を
囲
ん
だ
生
活
は
嬉
し
さ
の
反
面
、戸
惑
い
も
…
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
し
て
孫
と
過
ご
す
時
間
が
素
敵
な
時
間
に
な

る
よ
う
に
…
。

「
知
っ
て
ト
ク
す
る
！
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」

斉
藤
美
保
子
著

　

語
り
継
が
れ
て
き
た
折
々
の
知
恵
。
ち
ょ
っ
と
し
た
小
ワ
ザ
で
お
い

し
い
料
理
が
作
れ
る
方
法
や
気
持
ち
よ
く
暮
ら
す
た
め
の
方
法
な
ど
、

知
っ
て
ト
ク
す
る
豆
知
識
が
満
載
で
す
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
児
童
書

長
谷
川
義
史
作

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
と
う
さ
ん
は
ど
ん
な
ひ
と
？
」
５
歳
の
男

の
子
の
素
朴
な
質
問
か
ら
時
は
ど
ん
ど
ん
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
き
ま

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
、
そ
の
ま
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
…
。

「
ハ
ル
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
」
児
童
書

山
中
恒
文
・
木
下
晋
絵

　

生
ま
れ
た
て
の
ハ
ル
の
手
を
見
て
、「
き
っ
と
幸
せ
に
な
る
よ
」

と
皆
が
言
っ
た
。
手
を
と
お
し
て
語
ら
れ
る
ハ
ル
の
一
生
、
静
か
な

物
語
。

新
着
図
書
の
紹
介

★
寂
し
い
写
楽

（
宇
江
佐
真
理
著
）

　

幻
の
絵
師
、
写
楽
の
創
作
の
夢
と
絶

望
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
戯
作
者
た
ち
の

情
熱
を
描
い
た
長
編
時
代
小
説
。

★
水
曜
日
の
神
さ
ま（

角
田
光
代
著
）

　

旅
先
で
買
っ
た
自
分
の
生
ま
れ
曜
日

の
小
さ
な
仏
像
は
、
た
だ
そ
こ
に
あ
る

だ
け
で
何
と
な
く
う
れ
し
い
。
旅
に
関

す
る
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
た
一
冊
。

★
や
っ
と
ラ
イ
オ
ン

（
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
作
・
中
谷
靖
彦
絵
）

　

ビ
ク
ビ
ク
森
の
ラ
イ
オ
ン
は
、
仲
間

に
は
内
緒
で
す
が
、実
は
と
て
も
弱
虫
。

と
こ
ろ
が
ト
ラ
と
決
闘
す
る
事
に
…
。

★
お
い
で
、
フ
ク
マ
ル

（
く
ど
う
な
お
こ
作
・　

ほ
て
は
ま
た
か
し
絵
）

　
　

あ
る
日
あ
る
時「
お
ー
い
お
い
で
」

と
誰
か
に
呼
ば
れ
て
、
ぼ
く
は
生
ま
れ

た
。
み
ん
な
に
会
え
て
う
れ
し
い
な
。

お
は
な
し
会

　

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を

読
み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
お
話
室
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広報くみやま平成 21 年 9 月 1 日

男女共同参画推進のための
標語入選作品　＝敬称略＝

一般の部　佳作
「女

ひと

と男
ひと

　共に築こう　良い社会」　　杉本　貞子

2009
September9

　

す
こ
や
か
長
寿
食
教
室

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の

会
」
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
料
理
教

室
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
28
日
㈪　

午
前
10
時
15
分
～
午

後
１
時
30
分
（
受
付
：
午
前
10
時
か
ら
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
先
着
25
人

費
用
／
食
材
料
費
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
18
日
㈮
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

い
き
い
き
健
康
教
室（
栄
養
編
）

　
「
自
分
の
体
と
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
楽
し
く
お
料
理
を
し
な
が

ら
、
自
分
の
健
康
を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
、

自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
楽
し
く
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
29
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
２

時
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
調
理
実
習
（
ふ
だ
ん
の
お
か
ず
で
で

き
る
ひ
と
工
夫
）、
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
に
よ
る
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど

※
体
脂
肪
の
測
定
は
裸
足
で
お
こ
な
い
ま
す
。

定
員
／
先
着
16
人

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
な
ど
（
特
定
健
診
な
ど

の
結
果
が
あ
れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。

電
話
可

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル

　

出
張
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

健
康
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
実
施

し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
生
苑
や
荒
見
苑
で
お
こ

な
い
ま
す
。

日
時
／
①
９
月
29
日
・
10
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日　

②
11
月
10
日
・
17
日
・

24
日
・
12
月
１
日
・
８
日
い
ず
れ
も
火

曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
／
①
楽
生
苑　

②
荒
見
苑

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

費
用
／
１
回
に
つ
き
１
０
０
円

定
員
／
24
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

※
10
回
連
続
で
も
１
回
だ
け
で
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

医療法人
八仁会

TEL 075(631)2261   FAX 075(631)2581
E-mail:minamihp@hkg.odn.ne.jp     http://www.odn.ne.jp/minamihp

久御山南病院
訪問リハビリテーション
〒 613-0042　久御山町坊之池坊村中 28 理事長　南　　八王

ケアモール医療法人八仁会
〒 613-0043　久御山町島田堤外 31 番地（役場近く）
ケ ア リ ビ ン グ く み や ま
久御山南病院　居宅介護支援センター

「あおぞら」訪問看護ステーション

TEL 075(633)5621   FAX 075(633)5627
TEL 075(632)6118   FAX 075(632)6134
TEL 075(631)8860   FAX 075(631)8986

社会福祉法人 八康会
特別養護老人ホーム 楽生苑

理事長　南　　八王〒 613-0042　久御山町坊之池坊村中 66
TEL 075(632)1094    FAX 075(632)1097
◦介護老人福祉施設　◦ケアハウス　◦通所介護事務所
◦ショートステイ　　◦久御山町地域包括支援センター

居宅介護支援事業所東楽生苑・ヘルパーステーション
〒 613-0033　久御山町林北畑 105 番地　久御山団地 17 棟 103 号

TEL 0774(41)1470    FAX 0774(41)1471

内容 時間

血圧測定・問診チェック、ウォームアップ・ストレッチ 10 分

35 分

10 分

35 分
介護予防グループレッスン「サッソウいきいき体操」
　バランスディスク等を利用した教室形態のグループ
レッスン

介護予防筋力向上トレーニング「元気ハツラツトレーニ
ング」
　高齢者向け筋力トレーニングマシンを使用した筋力
活性化エクササイズ

クールダウン・ストレッチ
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広報くみやま平成 21 年 9 月 1 日

男女共同参画推進のための
標語入選作品　＝敬称略＝

一般の部　佳作
「女

ひと

と男
ひと

　支えて生きる　未
あ す

来の久
ま ち

御山」　　安部　さと美

　

荒
見
苑
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ

ン
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
10
月
７
日
㈬
・
９
日
㈮
・
14
日
㈬
・

16
日
㈮
・
21
日
㈬
・
23
日
㈮
・
28
日
㈬
・

30
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

内
容
／
初
心
者
向
け
パ

ソ
コ
ン
教
室

定
員
／
先
着
16
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

／
同
苑
へ
。
電
話
可

　

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
の
広
告

　

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
実
施
委
員
会
で

は
、
11
月
23
日
㈷
に
開
催
す
る
「
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
久
御
山
」
の
案
内
チ
ラ
シ
に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

規
格
／
縦
20
㍉
×
横
45
㍉
（
１
枠
）

料
金
／
１
枠
５
，
０
０
０
円
（
複
数
枠
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
25
日
㈮
ま

で
に
、同
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

へ
。
電
話
可

　

男
女
共
同
参
画
の
標
語

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
推
進

に
あ
た
り
、
広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
男
女

共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

と
す
る
た
め
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
対
象
／
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
（
町

内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
高
校
生
以
上

の
人
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
15
日
㈫
か
ら
10

月
30
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
ゆ
う
ホ
ー
ル

や
中
央
公
民
館
、
社
会
教
育
課
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
中
学
生
は
学
校
名
）
を
ご
記
入
の

う
え
、
同
課
へ
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　

指
定
管
理
者

　

町
で
は
、
次
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

管
理
運
営
を
一
括
し
て
効
果
的
に
か
つ
効
率

的
に
お
こ
な
う
た
め
、
誠
意
と
熱
意
を
持
っ

て
管
理
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
法

人
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
施
設
／
①
中
央
公
民
館　

②
ふ
れ
あ
い

交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル　

③
総
合
体
育
館

④
町
民
プ
ー
ル　

⑤
町
民
プ
ー
ル
庭
球

場　

⑥
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場　

⑦

中
央
公
園
野
球
場
・
庭
球
場

所
在
地
／
①
久
御
山
町
島
田
ミ
ス
ノ
38　

②
同
佐
古
外
屋
敷
２
３
５　

③
同
市

田
新
珠
城
３
１
３　

④
同
市
田
新
珠
城

３
３
３　

⑤
同
佐
古
外
屋
敷
２
８
１　

⑥
同
下
津
屋
下
ノ
浜
代
２
７
地
先　

⑦

同
田
井
新
荒
見
地
内

募
集
方
法
／
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

募
集
要
項
の
配
布
／
９
月
15
日
㈫
か
ら
10
月

23
日
㈮
ま
で
、
社
会
教
育
課
お
よ
び
都

市
計
画
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

受
付
期
間
／
10
月
13
日
㈫
か
ら
23
日
㈮
ま
で

の
間
に
、
社
会
教
育
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

町
民
文
化
祭
の

　

出
品
・
出
演
・
出
店
者

　

町
民
文
化
祭
を
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
に

中
央
公
民
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
力
作
の
出
品
や
舞
台
出
演
、

出
店
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

○
出
品
の
部　

華
道
、
俳
画
、
陶
芸
、
絵
画
、

ち
ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
な
ど

○
出
演
の
部　

舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽
、

軽
音
楽
、
大
正
琴
、
ダ
ン
ス
な
ど

○
出
店
の
部　

飲
食
物
、
農
作
物
、
バ
ザ
ー

な
ど

※
文
化
祭
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
、

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、プ

ロ
グ
ラ
ム
の
都
合
上
、
出
演
日
や
出
店
日

が
ご
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
18
日
㈮
ま

で
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
社
会
教
育
課
ま
た

は
中
央
公
民
館
へ
。

※
出
品
・
出
店
の
部
は
、
品
名
・
大
き
さ
・

個
数
・
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
出
演
の
部
は
、
演
目
・
必
要
時
間

（
制
限
有
り
）・
人
数
な
ど
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

交
流
会
・
加
入
促
進
会

　

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
青
少
年
の
心

身
の
健
や
か
な
健
全
育
成
を
目
指
し
、
団
員

相
互
の
交
流
と
未
加
入
者
へ
の
周
知
の
た
め
、

交
流
会
・
加
入
促
進
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

午
後
６
時
か
ら

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

対
象
／
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
加
入
者
お
よ

び
町
内
在
住
で
小
学
６
年
生
ま
で
の
人

（
引
率
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
14
日
㈪
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可

　

成
人
式
実
行
委
員

　

町
で
は
、
平
成
22
年
１
月
11
日
㈷
に
開
催

す
る
成
人
式
を
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
よ

っ
て
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

内
容
／
成
人
式
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
（
10
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
に
３

回
程
度
）、
成
人
式
当
日
の
進
行
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
30
日
㈬
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。

　定額給付金などの申請は、9 月
24 日㈭までです。
　申請がお済みでない人は、急
いで手続きしてください。
問い合わせ／総務課または社会

福祉課

定額給付金・子育て
応援特別手当の申請は
お済みですか
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広報くみやま平成 21 年 9 月 1 日

男女共同参画推進のための
標語入選作品　＝敬称略＝

一般の部　佳作
「男と女　肩組んで　二人三脚　世の流れ」　　大橋　功

　

町
制
施
行　

周
年

　

記
念
式
典
＆
講
演
会

　

昭
和
29
年
10
月
１
日
に
、
御
牧
村
と
佐
山

村
が
合
併
し
て
久
御
山
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
町
制
施
行
か
ら
55
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
豊
か

な
久
御
山
町
を
築
き
上
げ
て
い
た
だ
く
機
会

と
す
る
た
め
、
記
念
式
典
と
講
演
会
を
お
こ

な
い
ま
す
。
講
演
会
に
入
場
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
次
の
と
お
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
１
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
式
典
、
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
、

記
念
講
演
…
演
題
「
歩
み
は
遅
く
て
い

い　

元
気
な
高
齢
化
社
会
を
」・
講
師

…
冒
険
家
・
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー　

三
浦

雄
一
郎
さ
ん

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
17
日
㈭
必
着
ま

で
に
、
は
が
き
に
「
入
場
希
望
」・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
人
数
を
ご
記
入
の

う
え
、
総
務
課
へ
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
、
毎
月
開
い
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
９
月
４
日
㈮　

午
前
11
時
～
午
後

２
時　

②
９
月
18
日
㈮　

正
午
～
午
後

３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
①
料
理
教
室　

②
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

▼
親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

親
子
で
一
緒
に
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時

対
象
／
町
内
在
住
の
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円

申
し
込
み
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

▼
ち
い
き
で
あ
そ
ぼ
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

今
月
は
、
北
川
顔
公
会
堂
を
お
借
り
し
て

「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
18
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
50
分

場
所
／
北
川
顔
公
会
堂

▼
親
子
サ
ロ
ン

　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
11
日
㈮
・
25
日
㈮　

午
前
９
時

～
午
後
４
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

※
25
日
は
、
図
書
館
司
書
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
曜
日
も
み
ん
な
で
遊
び
ま
し
ょ
う

　

日
曜
日
は
休
館
日
で
す
が
、
こ
の
日
は
み

な
さ
ん
が
利
用
で
き
る
よ
う
開
館
し
ま
す
。

　

お
楽
し
み
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４

時

▼
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

野
菜
を
使
っ
て
マ
フ
ィ
ン
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

日
時
／
９
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

費
用
／
１
人
１
０
０
円

申
し
込
み
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

▼
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

天
然
の
植
物
オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん

の
心
と
か
ら
だ
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
７
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
生
後
２
か
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
を
す
る

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

費
用
／
１
人
３
０
０
円

申
し
込
み
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

※
い
ず
れ
も
、
問
い
合
わ
せ
は
同
ホ
ー
ル

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
献
血

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
４
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
16
～
18
歳
の
人
は
２
０
０
㎖
の
み
、
ま
た

65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64
歳
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
場
合
に
限
り
献
血
可
能

日
時
／
９
月
３
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
中
央
公
民
館
前

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
京
都
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
５

　

３
１
）
０
１
１
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

支
払
い
方
法
の
変
更

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
本

年
４
月
よ
り
公
的
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
い
る
人
ま
た
は
本
年
10
月
よ
り
公
的

年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
金
融
機
関

に
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
た
後
、
国
保
医
療

課
の
窓
口
で
申
請
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
を

口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

使
わ
な
い
携
帯
電
話
機
は

　

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う

　

買
い
換
え
な
ど
で
使
わ
な
く
な
っ
た
携
帯

電
話
機
は
、
販
売
店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

　

携
帯
電
話
機
の
電
子
基
板
な
ど
に
含
ま
れ

る
希
少
金
属
（
レ
ア
メ
タ
ル
）
は
、
世
界
的

に
需
要
が
あ
る
天
然
資
源
で
あ
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
回
収
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

買
い
換
え
後
も
携
帯
電
話
機
の
カ
メ
ラ
な

ど
の
機
能
を
使
い
た
い
、
あ
る
い
は
電
話
帳

の
個
人
情
報
が
漏
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
い

う
心
配
か
ら
、
携
帯
電
話
機
の
リ
サ
イ
ク
ル

は
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
す
。

　

携
帯
電
話
機
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

55
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ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止

　

ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
、
有
害
な
ガ
ス
が

発
生
し
た
り
、
煙
の
向
き
に
よ
っ
て
は
洗
濯

物
が
汚
れ
る
な
ど
、
周
辺
住
民
の
た
い
へ
ん

な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
法
律
や
条
例
で
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
た
め
、
ご

み
は
野
焼
き
せ
ず
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
ご
み
は
、
燃
や
す
ご
み
や
燃
や
さ
な

い
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
に
分
別
し
、
古

新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ウ
ェ
ス
は
、
地

域
な
ど
の
集
団
回
収
を
通
じ
て
回
収
業
者
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

町
豊
か
な
心
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、

９
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
の
間
、
町
内
の
環

境
美
化
運
動
の
一
つ
と
し
て
「
さ
わ
や
か
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

各
自
治
会
や
事
業
所
周
辺
な
ど
、
町
内
の

環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
秋
の
空　

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー
で　

事
故

防
止
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月
21
日
か
ら

30
日
ま
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、交

通
ル
ー
ル
を
守
り
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
安
全
で
快
適

な
交
通
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
あ
ら
た
め
て
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
の
運
動
の
重
点
は
、
①
夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止　

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底　

③
飲
酒
運
転
の

根
絶
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
建
設

整
備
課

　

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

　

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
園
庭
開
放

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所

※
10
月
の
ス
キ
ッ
プ
広
場
は
、
講
演
会
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
10
月
１
日

　

号
の
広
報
く
み
や
ま
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
消
防
団
消
防
訓
練
大
会

　

消
防
技
能
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、

消
防
活
動
の
充
実
に
役
立
て
る
た
め
、
町
長

査
閲
久
御
山
町
消
防
団
消
防
訓
練
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
訓
練
見
学
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

訓
練
内
容
／
小
型
ポ
ン
プ
操
法
（
10
部
）、消

火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
（
女
性
消
防
団
）

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

※
荒
天
の
場
合
、
９
月
13
日
㈰
に
順
延
し
、

　

東
角
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
変
更
し

ま
す
。

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
一
週
間
は

「
救
急
医
療
週
間
」
で
、
９
日
は
「
救
急
の

日
」
で
す
。

　

町
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
機
会
に
改
め
て

救
急
医
療
や
救
急
車
の
正
し
い
利
用
方
法
、

救
急
業
務
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
救
急
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店

内
容
／
救
急
啓
発
ビ
ラ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
、
救
急
車
・
消
防
車
・
ミ
ニ
消
防
車

の
展
示
、
救
急
蘇
生
訓
練
人
形
の
展
示
、

心
肺
蘇
生
法
の
説
明
・
実
技
指
導
、
女

性
消
防
団
員
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
説
明
・
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類

試
験
日
／
11
月
１
日
㈰

場
所
／
京
都
府
立
大
学
（
京
都
市
左
京
区
下

鴨
半
木
町
１
︱
５
）

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
２
日
㈬
か

ら
11
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
消
防
本
部
に

備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

　
　

ー
京
都
府
支
部
（
〒
602
︱

8054
京
都
市
上

京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
ル
京
都
府
庁

西
別
館
３
階
）
☎
０
７
５
（
４
１
１
）

０
０
９
５
へ
。

※
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習

種
類
／
乙
種
第
４
類
の
講
習

日
時
／
10
月
16
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

市
宇
治
琵
琶
45
︱
14
）

費
用
／
危
険
物
安
全
協
会
会
員
お
よ
び
そ
の

従
業
員　

４
，
０
０
０
円
、
会
員
外　

６
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
消
防
本
部
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
宇
治
市
危
険
物
安
全
協

会
（
〒
611
︱

0021
宇
治
市
宇
治
下
居
13
︱

２
宇
治
市
消
防
本
部
内
）
☎
０
７
７
４

（
３
９
）
９
４
０
２
へ
。
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高
齢
者
世
帯
交
流
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
に
お
住

ま
い
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
人
を
対

象
に
高
齢
者
世
帯
交
流
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
25
日
㈮　

午
前
10
時
15
分
～
午

後
１
時
50
分

場
所
／
①
久
御
山
中
央
公
園　

②
役
場
庁
舎

５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
人

内
容
／
①
午
前
の
部
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（
雨
天
の
場
合
は
、
輪
投
げ
）
②
午
後
の

部
…
会
食
・
腹
話
術
な
ど

費
用
／
５
０
０
円

申
し
込
み
／
９
月
７
日
㈪
ま
で
に
、
地
域
の

民
生
児
童
委
員
ま
た
は
同
協
議
会
へ
。

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会

　

調
理
師
・
ふ
ぐ
処
理
師
の
試
験

　

京
都
府
で
は
、
次
の
と
お
り
調
理
師
と
ふ

ぐ
処
理
師
の
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

試
験
／
①
調
理
師　

②
ふ
ぐ
処
理
師

日
時
／
①
10
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

②
学
科
・
鑑
別
…
10
月
25
日
㈰　

午
前

10
時
～
11
時
30
分
、
処
理
実
技
…
11
月

１
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
／
①
京
都
会
場
…
関
西
文
理
学
院
（
京

都
市
北
区
）、
福
知
山
会
場
…
福
知
山
淑

徳
高
等
学
校
（
福
知
山
市
）　

②
学
科
・

鑑
別
…
①
と
同
じ
、
処
理
実
技
…
京
都

調
理
師
専
門
学
校
（
京
都
市
中
京
区
）

費
用
／
①
６
，
１
０
０
円　

②
６
，
５
０
０

円
（
実
技
試
験
で
使
用
す
る
ふ
ぐ
の
費

用
は
別
途
自
己
負
担
）

応
募
／
①
９
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮　

②
９
月

　
　

14
日
㈪
～
18
日
㈮　

い
ず
れ
も
府
山
城

北
保
健
所
お
よ
び
田
辺
総
合
庁
舎
総
合

案
内
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
し
て
い

る
願
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

同
所
お
よ
び
同
コ
ー
ナ
ー
へ
。
郵
送
不

可

問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北

保
健
所
☎
０
７
７
４

（
２
１
）
２
９
１
２

　

剪
定
枝
チ
ッ
プ
実
費
配
布

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪せ

ん
て
い定

枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
み
な
さ
ん
へ
の
実
費
配
布
事

業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
車
両
に
よ
る
本
人
引
き
取
り
が

で
き
る
人
・
団
体
に
限
定
配
布
し
ま
す
。

期
間
／
９
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

※
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
を
除
く

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市

寺
田
奥
山
１
）

対
象
／
管
内
在
住
・
在
勤
の
人
・
団
体

配
布
方
法
・
費
用
／
ト
ラ
ッ
ク
を
持
ち
込
み
、

自
身
で
運
ぶ
…
５
０
０
円
／
１
立
方
㍍

※
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７

　
　

４
（
５
３
）
３
５
８
１
へ
。

　

神
経
系
難
病
相
談

日
時
／
９
月
15
日
㈫　

午
後
１
時
～
３
時
30

分

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

対
象
／
神
経
系
難
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ

る
人
や
そ
の
家
族

※
神
経
系
難
病
…
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発

性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋

無
力
症
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

南
京
都
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

医
長　

岡
伸
幸
医
師

定
員
／
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
保
健
所
☎
０

　
　

７
７
４
（
２
１
）
２
９
１
１
へ
。

　

警
察
相
談
の
日

　

９
月
11
日
は
、
警
察
相
談
の
日
で
す
。

　

宇
治
警
察
署
と
警
察
本
部
の
総
合
相
談
室

で
は
、
各
種
の
事
件
・
事
故
か
ら
府
民
の
み

な
さ
ん
を
守
る
た
め
、
悪
質
な
迷
惑
行
為
や

家
庭
内
で
の
暴
力
問
題
な
ど
の
警
察
相
談
に

応
じ
、
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
の
防
犯
指

導
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
一
日
相
談
出
張
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
11
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
４

時

場
所
／
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
（
宇
治
市

宇
治
若
森
７
︱
６
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
／
宇
治
警
察
署
ま
た
は

警
察
総
合
相
談
室
☎
＃
９
１
１
０
、
☎

　
　

０
７
５
（
４
１
４
）
０
１
１
０

日時／ 9 月 26 日㈯　午後６時キックオフ
場所／西京極陸上競技場
対戦相手／大宮アルディージャ
対象／町内在住の人
内容／ 100 組 200 人を SB 自由席に無料でご

招待（応募多数の場合は、抽選）
申し込み／９月 10 日㈭必着で、往復はがきに

代表者の住所・氏名（フリガナ）・電話番
号と返信面に住所・氏名をご記入のうえ、
〒 610 － 0102 城陽市久世上大谷 89 － 1

　　京都サンガ F.C.「久御山町ご招待」係へ。
※申し込みは 1 人 1 枚限りで、1 枚につき 2 人

までご招待します。
問い合わせ／京都サンガ F.C. 営業企画部
　　☎ 0774（55）7603
※当選の発表は、入場券引換証の発送をもっ

て代えさせていただきます。

京都サンガF.C .

ホームゲーム無料ご招待
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不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
の
評
価
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
／
10
月
１
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
受
付
は
、
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所
／
京
都
商
工
会
議
所
ビ
ル
（
京
都
市
中

京
区
烏
丸
通
丸
太
町
下
ル
）
２
階
第
１

会
議
室

問
い
合
わ
せ
／
㈳
京
都
府
不
動
産
鑑
定
士
協

会
☎
０
７
５
（
２
１
１
）
７
６
６
２

　

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の

　

ス
ポ
ー
ツ
と
交
流
会

　

だ
れ
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
ゲ
ー
ム
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３

時

場
所
／
山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ

ん
さ
ん
山
城
」

対
象
／
京
都
府
南
部
地
域
在
住
で
聞
こ
え
に

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
、

聴
覚
障
害
福
祉
関
係
者
ま
た
は
関
心
の

あ
る
人

費
用
／
お
弁
当
を
注
文
す
る
人
は
７
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
10
日
㈭

ま
で
に
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
話
・

は
が
き
で
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・

弁
当
注
文
の
有
無
を
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
610
︱

0117
京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰

18
）
☎
０
７
７
４
（
３
９
）
７
１
１

　

   

３
、　

０
７
７
４
（
６
５
）
４
１
０
２
へ
。

　

創
ろ
う
！
南
部
に
！
裁
判
所
を
！

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

京
都
弁
護
士
会
で
は
、
京
都
府
南
部
地
域

に
地
方
裁
判
所
お
よ
び
家
庭
裁
判
所
支
部
を

設
置
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
司
法
に
つ
い
て

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の

で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

午
後
１
時
45
分
～
４

時
30
分

場
所
／
け
い
は
ん
な
ホ
ー
ル
（
精
華
町
）

内
容
／
狂
言
師　

茂
山
千
三
郎
さ
ん
ら
に
よ

る
狂
言
「
長
光
」
の
公
演
、
パ
ネ
ル
デ

　
　

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ
／
同
弁
護
士
会
☎
０
７
５
（
２

　
　

３
１
）
２
３
３
７

　

第
７
回
エ
コ
ロ
ベ
ー
ス
大
会

　

町
体
育
振
興
会
で
は
、
だ
れ
も
が
気
軽
に

楽
し
め
る
、
野
球
を
基
盤
に
し
た
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
エ
コ
ロ
ベ
ー
ス
大
会
を
お
こ
な
い

ま
す
。

日
時
／
９
月
13
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
か
ら

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
校
高
学
年
以
上
の

人
。
１
人
で
の
申
し
込
み
も
可

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
９
日
㈬
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可

　

歩
こ
う
会
例
会

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

午
前
９
時

集
合
場
所
／
Ｊ
Ｒ
新
田
駅

行
き
先
／
岩
船
寺
＆
浄
瑠
璃
寺（
７
．
５
㌖
）

費
用
／
拝
観
料
・
交
通
費
は
個
人
負
担

そ
の
他
／
弁
当
・
飲
み
物
な
ど
を
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
会
の
信
貴
さ

　
　

ん
宅
☎
０
７
７
４
（
４
１
）
７
０
７
９

　
　

へ
。

※
当
日
の
朝
、
午

前
中
の
降
水
確
率

が
40
㌫
以
上
の
場

合
は
、
28
日
㈪
に

延
期
し
ま
す
。

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
必
ず
参
加
者
本
人
か
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
９
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
ゆ
う
ホ

ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
（
入
門
編
）

日
時
／
９
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
26
日
㈯
・

27
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
今
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
人
の
た

め
の
基
礎
か
ら
学
べ
る
コ
ー
ス
で
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
１
，
０
５
０
円
）

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
９
月
１
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
２

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
21
日
は
開
館
、
24

　
　
　
　

日
に
休
館
し
ま
す
）

ス
ポ
ー
ツ

　京都府が発行する「きょうと府民だより」は、
今月から毎月１日に発行しています。
　町内の各ご家庭へは、発行日の前後３日間に郵
便受けなどに直接お届けします。届いていない場
合などはご連絡ください。
問い合わせ／府広報課☎ 075（414）4074

届いていますか
　「きょうと府民だより」
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童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
９
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室 

日
時
／
９
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
映
画
と
世
界
遺
産
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

　

漢
字
出
直
し
塾 

日
時
／
９
月
11
日
㈮
・
25
日
㈮　

い
ず
れ
も

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

　

週
末
の
星
空
観
察
会 

日
時
／
９
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯　

い
ず
れ
も

午
後
７
時
～
８
時

※
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
）

　

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー 

日
時
／
９
月
23
日
㈷　

午
前
８
時
50
分
～
午

後
５
時

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
３
年
生
以
上
の
児

童
・
中
学
生

内
容
／
大
阪
歴
史
博
物
館
と
大
阪
城
へ
行
き

ま
す
。（
京
阪
電
車
利
用
）

定
員
／
30
人

費
用
／
小
学
生　

５
０
０
円
、
中
学
生　

１
，

０
０
０
円
（
交
通
費
・
入
館
料
を
含
む
）

　

漢
字
の
達
人
教
室 

日
時
／
９
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
11

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

わ
く
わ
く
実
験
教
室

日
時
／
９
月
12
日
㈯　

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
４
時

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
（
保
護
者
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

内
容
／
太
陽
電
池
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
カ
ー
ド
を

作
り
ま
す
。

定
員
／
各
15
人

　

小
学
生
工
作
教
室 

日
時
／
９
月
13
日
㈰　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
、
21
日
㈷　

③
午

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

※
①
～
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
８
人

費
用
／
５
０
０
円

　

リ
コ
ー
ダ
ー
で
あ
そ
ぼ
う

日
時
／
９
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
～
３
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
く
演

奏
し
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

た
の
し
い
折
り
紙
教
室

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員
／
20
組

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

自
然
探
訪
教
室 

日
時
／
９
月
22
日
㉁　

午
後
３
時
30
分
～
９

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
バ
ス
で
郊
外
へ
で
か
け
、
自
然
観
察

や
天
体
観
測
を
し
ま
す
。

定
員
／
30
人

　

久
御
山
た
ん
け
ん
隊 

日
時
／
９
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

内
容
／
久
御
山
の
自
然
や
産
業
・
文
化
な
ど

を
探
る
教
室
で
す
。

※
自
転
車
で
町
内
を
め
ぐ
り
ま
す
。

定
員
／
15
人

　

休
館
日
に
つ
い
て

　

総
合
体
育
館
は
、
９
月
23
日
㈷
は
休

館
日
で
す
が
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、
振

替
休
館
日
は
設
け
ず
、
翌
日
の
24
日
㈭

も
開
館
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
９
月
１
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
３
７
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日 

日
時
／
９
月
７
日
㈪
・
15
日
㈫
・
17
日
㈭
・

25
日
㈮　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
９

月
５
日
㈯
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。）

　

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー 

日
時
／
①
９
月
12
日
㈯　

②
26
日
㈯　

午
前

９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

　
　

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

初
級
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
（
後
期
） 

日
時
／
９
月
29
日
か
ら
11
月
24
日
ま
で
（
11

月
３
日
を
除
く
）
の
毎
週
火
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
京
都
府
テ
ニ
ス
協
会
員

定
員
／
15
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

日
時
／
９
月
26
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１

時
～
２
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

講
師
／
吉
川
幸
孝
さ
ん

定
員
／
30
人

費
用
／
６
０
０
円

　

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
時
／
９
月
26
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後
３

時
～
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

講
師
／
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
員

定
員
／
30
人

費
用
／
６
０
０
円

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

日
時
／
10
月
６
日
か
ら
10
月
27
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
／
50
歳
以
上
の
人

講
師
／
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟
員

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
１
回
１
０
０
円

　

秋
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
（
午
前
の
部
）

日
時
／
10
月
９
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
木
場
敦
子
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

さ
ば
寿
司
教
室

日
時
／
９
月
28
日
㈪　

午
後
２
時
～
４
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
ロ
か
ら
鯖
寿
司
作
り
の
コ
ツ
を
学

び
ま
す

講
師
／
神
谷
昇
次
さ
ん
（
う
を
梅
の
板
前
）

定
員
／
20
人

費
用
／
２
，
１
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

９
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

９
月
８
日
㈫
・
29
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

９
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

９
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

９
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
９
月
１
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、

　
　
　
　

そ
の
翌
日
）

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
1
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

17 ,005 人　
8 ,451 人　
8 ,554 人　
6 ,817 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

15 人　
11 人　
62 人　
67 人　

〈8 月 1 日現在〉 

〈7 月中の動き〉 
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保健予防のコーナー 

※ 1

※ 2

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5382

会 計 課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

水 道 課  ☎631-9987/45-3919
　 suidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 syakai@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

宇治警察署  ☎0774（21）0110

山城広域振興局 宇治総合庁舎
☎0774（21）2101　 0774（21）2106

山城北保健所
☎0774（21）2191　 0774（21）6215

10 か月児健診（8 月24日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど  日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 16 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センター（※ 1 はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持
参ください。 問い合わせ／長寿健康課 

1 歳 8 か月児健診 11 日㈮ 午後1時20分〜2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成19年12月生まれ

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 15 日㈫ 午後1時40分〜1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 〜 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

1 0 か 月 児 健 診 14 日㈪ 午後1時20分〜1時50分
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成20年10月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 15 日㈫ 午後1時20分〜2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成21年5月生まれ

2 歳 6 か月児歯科健診 16 日㈬ 午後1時20分〜1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成19年2月生まれ

乳 幼 児 相 談 17 日㈭ 午前9時30分〜10時30分
ことば・しつけ・栄養などの
相談

乳　幼　児

3 歳 児 健 診 18 日㈮ 午後1時20分〜2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成18年2月生まれ

離 乳 食 教 室 30 日㈬ 午前10時〜10時15分 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）3〜10か月児の保護者

※ 2 は前日までに予約が必要です。
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環境保全のコーナー 

9 月のごみ・し尿収集日 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総 務 課  ☎631-9991/45-3922
　 soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

住 民 課  ☎631-9904/45-3905
　 jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 tokei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

産 業 課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

税 務 課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・清水・林・西武西
林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ
ンハイツ・下津屋団地・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中島・
西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１
号以東）・森（国道１号以東）・野村・村東・
佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田井・
荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

月

火 

水 

木 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
9 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

2 日
（第 1 水曜日）

16 日
（第 3 水曜日）

9 日
（第 2 水曜日）

23 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

24 日㈭

1 日㈫
25 日㈮

4 日㈮
29 日㈫

2 日㈬
26 日㈯
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今
月
か
ら
２
回
に
分
け
て
、８
月
15
日
に
お

こ
な
わ
れ
た
「
平
和
の
語
り
」
と
「
平
和
の
た

め
の
小
・
中
学
生
広
島
派
遣
団
」
を
代
表
し
て

岡
松
美
瞳
さ
ん
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

大
切
さ
を
今
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
角
小
学
校 

６
年　

岡
松　

美
瞳
さ
ん

　

７
月
23
日
、
７
月
24
日
に
私
は
、
平
和
の

た
め
の
小
・
中
学
生
広
島
派
遣
団
の
一
員
と

し
て
、
広
島
に
行
き
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム

や
遺
品
、
そ
し
て
、
被
爆
者
に
よ
る
話
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
と
て
も
意
味

の
あ
る
派
遣
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
の
が
、
１
９
４
５
年

８
月
６
日
の
午
前
８
時
15
分
で
し
た
。
被
爆

者
の
話
に
よ
る
と
、
そ
の
日
は
と
て
も
天
気

が
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。
広
島
に
投
下
さ
れ

た
原
爆
は
、
長
さ
約
３
㍍
、
重
さ
約
４
ト
ン

で
、
開
発
当
初
の
設
計
よ
り
も
短
く
し
た
た

め
リ
ト
ル
・
ボ
ー
イ
（
少
年
）
と
呼
ば
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
原
爆
投
下
直
後

の
広
島
の
状
況
を
被
爆
者
の
中
西
巖
さ
ん
が

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
現
在
か
ら
64
年
前
、
中
西
さ
ん

は
中
学
生
で
し
た
。
工
場
で
ト
ラ
ッ
ク
を

待
っ
て
い
た
と
き
で
す
。
と
つ
ぜ
ん
、
目
の

く
ら
む
光
が
さ
し
こ
み
ま
し
た
。
中
西
さ
ん

は
、
ち
ょ
っ
と
吸
い
上
げ
ら
れ
る
気
が
し
た

そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
目
の
前
が
真
っ

白
だ
っ
た
そ
う
で
、
死
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
目
を
あ
け
て

み
る
と
、
中
西
さ
ん
は
、
き
せ
き
的
に
無
傷

だ
っ
た
み
た
い
で
す
。
そ
れ
で
、
中
西
さ
ん

は
、
必
死
で
に
げ
た
そ
う
で
す
。
に
げ
て
い

る
と
ち
ゅ
う
、
何
度
も
中
西
さ
ん
に
助
け
を

求
め
る
人
た
ち
が
来
て
、
で
も
中
西
さ
ん
は

中
学
生
だ
っ
た
の
で
、
目
を
手
で
か
く
し
て
、

に
げ
き
り
ま
し
た
。で
も
中
西
さ
ん
は
、そ
の

事
を
も
の
す
ご
く
、く
や
ん
で
い
ま
し
た
。私

だ
っ
た
ら
、
中
西
さ
ん
と
同
じ
事
を
し
て
い

る
し
、
な
ん
だ
か
中
西
さ
ん
の
気
持
ち
が
分

か
る
気
が
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
遺
品
や
写

真
も
見
ま
し
た
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
女
学

生
の
夏
服
や
い
た
い
た
し
い
傷
あ
と
が
残
っ

た
人
の
写
真
。
ど
れ
も
が
、
当
時
の
ざ
ん
こ

く
な
ひ
げ
き
を
語
っ
て
る
よ
う
で
し
た
。
今
、

私
た
ち
は
、
こ
う
し
て
平
和
に
暮
ら
し
て
る

け
ど
、
こ
う
い
う
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ

て
は
い
け
な
い
し
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
に
、

教
え
て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
二
度

と
こ
ん
な
事
の
な

い
、
平
和
な
世
界

を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
。

　
　

京
都
府
原
爆
被
災
者
の
会

宇
治
支
部　

玉
井　

利
一
郎
さ
ん

　

そ
の
当
時
の
長
崎
は「
お
諏
訪
さ
ん（
諏
訪

大
社
）
が
お
ら
す
け
ん
長
崎
は
守
っ
て
く
れ

と
る
。長
崎
に
は
空
襲
が
な
か
と
」と
言
う
ぐ

ら
い
空
襲
が
少
な
く
、
東
京
空
襲
の
あ
っ
た

前
月
、
稲
佐
の
三
菱
重
工
造
船
所
の
ド
ッ
ク

の
裏
と
、
原
爆
が
落
ち
る
前
日
と
前
々
日
に

小
さ
な
空
襲
が
あ
っ
た
く
ら
い
で
し
た
。
で

す
か
ら
爆
撃
機
が
20
、
30
機
の
編
隊
で
長
崎

の
上
空
を
飛
ん
で
行
っ
て
も
「
あ
い
つ
ら
は
、

横
着
な
！
人
の
所
を
通
り
や
が
っ
て
！
」
と

言
う
く
ら
い
「
長
崎
に
空
襲
は
な
い
」
と
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
は
、

今
日
み
た
い
な
良
い
天
気
で
朝
早
く
か
ら
蝉

が
う
る
さ
い
く
ら
い
鳴
い
て
い
ま
し
た
。
時

間
に
つ
い
て
は
時
計
を
見
て
な
い
の
で
定
か

で
は
な
い
が
、
７
時
過
ぎ
に
警
戒
警
報
が
な

り
、
30
分
も
経
過
し
な
い
８
時
前
に
空
襲
警

報
が
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
、
空
襲
警
報
は
昼
頃
と
夕
方
で
し
た

の
で
「
今
日
は
早
い
時
間
か
ら
や
な
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
消
火
バ
ケ
ツ

に
水
一
杯
を
用
意
し
て
、
火
た
た
き
を
持
っ

て
玄
関
で
座
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
火
た
た

き
と
は
、
竹
ざ
お
の
先
に
荒
縄
を
巻
い
た
す

す
払
い
の
大
き
い
も
の
で
、
火
事
が
あ
っ
た

と
き
水
を
つ
け
て
は
た
い
て
火
を
消
す
と
い

う
幼
稚
な
も
の
で
す
。

　

普
通
空
襲
警
報
は
30
分
か
ら
１
時
間
く
ら

い
で
解
除
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
日
の

空
襲
警
報
は
鳴
り
や
ま
ず
、
空
襲
警
報
中
は

出
歩
か
ず
に
・

防
空
壕
に
入
る

と
言
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し

た
が
防
空
壕
に

入
る
の
も
た
い

そ
う
な
た
め
何

も
す
る
こ
と
も
な
く
じ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
時
過
ぎ
に
空
襲
警
報
が
解
除
さ
れ
た
の

で
、
お
ば
あ
さ
ん
が
「
今
の
う
ち
に
昼
飯
の

用
意
せ
な
あ
か
ん
、
床
下
に
食
糧
を
入
れ
る

穴
を
掘
れ
と
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
お
前
が

掘
れ
」
と
い
わ
れ
た
の
で
「
な
ん
で
防
空
壕

が
あ
る
の
に
家
の
中
に
掘
ら
な
あ
か
ん
」
と

い
っ
た
ら
「
偉
い
人
が
家
の
中
に
掘
れ
っ
て

い
う
と
ん
な
は
る
の
だ
か
ら
黙
っ
て
掘
れ
」

と
い
わ
れ
て
仕
方
な
く
掘
り
始
め
た
の
で
す

が
、
床
下
は
柔
ら
か
い
と
思
っ
て
い
た
ら
す

ご
く
硬
く
、
穴
掘
り
用
で
な
く
草
刈
用
の
悪

い
鍬
の
た
め
土
の
中
に
入
ら
ず
跳
ね
返
っ
て

く
る
の
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。

　

頭
の
上
で
飛
行
機
の
音
が
し
て
「
３
機
く

ら
い
か
な
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
敵
機
来
襲

の
半
鐘
が
な
っ
た
た
め
「
敵
機
は
す
で
に
頭

の
上
に
き
と
る
や
な
い
か
」
と
呟
い
た
と
き
、

表
現
が
正
し
い
か
は
別
と
し
て
、
前
方
に
稲

光
の
10
倍
以
上
の
光
が
落
ち
た
ん
で
す
。

※
続
き
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

平
和
事
業
に
か
か
る
記
事
の
た
め
、

毎
月
１
日
号
に
掲
載
の
「
ふ
る
さ
と
の

川
の
流
れ
に
」
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
11
月
号
か
ら
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

原
子
爆
弾
の
怖
さ

長
崎
原
子
爆
弾
投
下
の
日

平
和
の
語
り

平
和
都
市
宣
言
20
周
年
記
念


